
ON YOUR SIDE REPORT
2019.9

京都中央信用金庫の現況
2019年度上半期（2019年4月1日から9月30日）における経営情報を開示いたします
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ロ.一般貸倒引当金、個別貸倒引当金の期末残高及び期中の増減額

ハ.業種別の個別貸倒引当金及び貸出金償却の額等

（単位：百万円）

2018年9月期
2019年9月期
2018年9月期
2019年9月期
2018年9月期
2019年9月期

一般貸倒引当金

個別貸倒引当金

　　　合　　計

期首残高 当期増加額 当期減少額
その他目的使用 期末残高

（注）1. 国外のエクスポージャーに対する個別貸倒引当金及び貸出金償却について該当はありません。
2. 業種別区分は日本標準産業分類の大分類に準じて記載しております。

（注）1. 格付は適格格付機関が付与しているものに限ります。
2. エクスポージャーは信用リスク削減手法適用後のリスク・ウェイトに区分しております。
3. コア資本に係る調整項目となったエクスポージャー（経過措置による不算入分を除く）、CVAリスク及び中央清算機関関連エクスポージャーは含まれておりません。

製造業
農業、林業
漁業
鉱業、採石業、砂利採取業
建設業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業
小売業
金融業、保険業
不動産業
物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業
飲食業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療、福祉
その他のサービス

小計
国・地方公共団体等
個人

合計

個別貸倒引当金

期首残高 当期増加額 期末残高当期減少額
目的使用 その他

貸出金償却

（単位：百万円）　2018年9月期

製造業
農業、林業
漁業
鉱業、採石業、砂利採取業
建設業
電気・ガス・熱供給・水道業
情報通信業
運輸業、郵便業
卸売業
小売業
金融業、保険業
不動産業
物品賃貸業
学術研究、専門・技術サービス業
宿泊業
飲食業
生活関連サービス業、娯楽業
教育、学習支援業
医療、福祉
その他のサービス

小計
国・地方公共団体等
個人

合計

個別貸倒引当金

期首残高 当期増加額 期末残高当期減少額
目的使用 その他

貸出金償却

（単位：百万円）　2019年9月期

（単位：百万円）ニ.リスク・ウェイトの区分ごとのエクスポージャーの額等
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合　　　　計

告示で定めるリスク・ウェイト区分（％）
エクスポージャーの額

2019年9月期
格付適用無し 格付適用無し格付適用有り 格付適用有り

2018年9月期

自己資本の充実の状況等について〈定量的な開示事項〉
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1,335,133
441,588

25,231
902,545
958,974

1,896
̶

29,741
̶
̶

5,692,624



5

（単位：百万円）信用リスク削減手法が適用されたエクスポージャー

（注） 当金庫は、適格金融資産担保について簡便手法を用いております。

信用リスク削減手法に関する事項

ポートフォリオ

信用リスク削減手法

信用リスク削減手法が適用された
エクスポージャー

（注） グロス再構築コストの額は、0を下回らないものに限っております。

保　証 クレジット・
デリバティブ

2019年9月期2019年9月期 2018年9月期2018年9月期

適格金融資産担保

2019年9月期2018年9月期

－21,494 20,645 242,595 234,661 －

（単位：百万円）

担保の種類別の額
2019年9月期
担保はありません

2018年9月期
担保はありません

信用リスク削減手法の効果を勘案するために
用いているクレジット・デリバティブの想定元本額

2019年9月期2018年9月期
－ －

派生商品取引及び長期決済期間取引の取引相手のリスクに関する事項

与信相当額の算出に用いる方式
グロス再構築コストの額の合計額
グロス再構築コストの額の合計額及びグロスのアドオン合計額
から担保による信用リスク削減手法の効果を勘案する前の与信
相当額を差し引いた額

2019年9月期
カレントエクスポージャー方式

3,410

ー

2018年9月期
カレントエクスポージャー方式

804

ー

与信相当額算出の対象となる
クレジット・デリバティブの種類別想定元本額

2019年9月期
プロテクションの提供

2019年9月期 2018年9月期2018年9月期
プロテクションの購入

－ －－ －

①派生商品取引合計
　　（ i ）外国為替関連取引
　　（ii）金利関連取引
　　（iii）金関連取引
　　（iv）株式関連取引
　　（v）貴金属（金を除く）関連取引
　　（vi）その他コモディティ関連取引
　　（vii）クレジット・デリバティブ
②長期決済期間取引

担保による信用リスク削減手法の
効果を勘案する前の与信相当額

2019年9月期

担保による信用リスク削減手法の
効果を勘案した後の与信相当額

2019年9月期
7,371
5,707
1,445

̶
92
̶

124
̶
̶

7,371

2018年9月期
4,083
3,086

997
̶
̶
̶
̶
̶
̶

4,083

7,371
5,707
1,445

̶
92
̶

124
̶
̶

7,371

2018年9月期
4,083
3,086

997
̶
̶
̶
̶
̶
̶

4,083合　 　　　　　　　　　　　計

自己資本の充実の状況等について〈定量的な開示事項〉
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上場株式等
非上場株式等

（単位：百万円）

（注） 2018年9月期は、投資信託等の裏付資産のうち出資等に該当するものを上場株式に含めております。
 2019年9月期は、「リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャー」の裏付資産や裏付にある取引として計測された部分を含んでおりません。

区　分

イ．貸借対照表計上額及び時価等
出資等エクスポージャーに関する事項

売　却　益
売　却　損
償　　　　却

（単位：百万円）

2018年9月期
941

－
－

680
440

－

2019年9月期

2019年9月期
時　価貸借対照表計上額

76,689
－

時　価
76,689
22,967

57,599
－

57,599
22,309

貸借対照表計上額
2018年9月期

評 価 損 益

（単位：百万円）ハ．貸借対照表で認識され、かつ、損益計算書で認識されない評価損益の額

ロ．出資等エクスポージャーの売却及び償却に伴う損益の額

2018年9月期
20,561

2019年9月期

評 価 損 益

（単位：百万円）ニ．貸借対照表及び損益計算書で認識されない評価損益の額
2018年9月期

－
2019年9月期

13,325

－

②保有する証券化エクスポージャーの適切な数のリスク・ウェイトの区分ごとの残高及び所要自己資本の額等
a．証券化エクスポージャー（再証券化エクスポージャーを除く） （単位：百万円）

（注） 所要自己資本の額＝エクスポージャー残高×リスクウェイト×4％
 ただし、「リスク・ウェイト区分」「エクスポージャー残高」「所要自己資本の額」は、いずれも信用リスク削減効果等を勘案後の内容であるため、
 上記の計算式と一致しない場合があります。

b．再証券化エクスポージャー 
　該当ありません。

③保有する再証券化エクスポージャーに対する信用リスク削減手法の適用の有無
　該当ありません。

リスク・ウェイト区分（％） 2018年9月期

－
236

－
－
－
－
－

236

－
－
－
－
－
－
－
－

－
120

－
－
－
－
－

120

－
－
－
－
－
－
－
－

エクスポージャー残高 所要自己資本の額
2019年9月期 2018年9月期 2019年9月期

オンバランス取引 オフバランス取引 オンバランス取引 オフバランス取引 オンバランス取引 オフバランス取引 オンバランス取引 オフバランス取引
－
1
－
－
－
－
－
1

－
－
－
－
－
－
－
－

－
0
－
－
－
－
－
0

－
－
－
－
－
－
－
－

証券化エクスポージャーに関する事項

（単位：百万円）

オフバランス取引
2019年9月期

オフバランス取引 オンバランス取引
証券化エクスポージャーの額

イ．オリジネーターの場合（信用リスク・アセットの算出対象となる証券化エクスポージャーに関する事項）
　 該当ありません。

ロ．投資家の場合（信用リスク・アセットの算出対象となる証券化エクスポージャーに関する事項）
①保有する証券化エクスポージャーの額及び主な原資産の種類別の内訳
a．証券化エクスポージャー（再証券化エクスポージャーを除く）

b．再証券化エクスポージャー
　該当ありません。

オンバランス取引
2018年9月期

住宅ローン
236
236

－
－

120
120

－
－

0%～15％未満
15％～50%未満
50％～100%未満
100％～250%未満
250％～400%未満
400％～1,250%未満

1,250%
合　　　計

自己資本の充実の状況等について〈定量的な開示事項〉
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ΔEVE
IRRBB１：金利リスク

金利リスクに関する事項

（注）1． 金利リスクの算定手法の概要等は、「定性的な開示事項」の項目に記載しております。
2． 「金利リスクに関する事項」については、2019年金融庁告示第3号（2019年2月18日）による改正を受け、2019年3月

末から金利リスクの定義と計測方法等が変更になりました。このため、開示初年度につき、当期末分のみを開示しており
ます。

 なお、昨年開示した旧基準による「金利リスクに関して内部管理上使用した金利ショックに対する損益・経済価値の増減
額」（2018年9月期）は、19,543百万円であります。この算出に使用した金利ショックは、旧アウトライヤー基準に係る
パーセンタイル値であり、当期末のΔEVEとは計測定義等が異なります。このため、両者の差異が金利リスク量の増減を
示すものではありません。

リスク・ウェイトのみなし計算が適用されるエクスポージャーに関する事項

ルック・スルー方式を適用するエクスポージャー
マンデート方式を適用するエクスポージャー
蓋然性方式（250％）を適用するエクスポージャー
蓋然性方式（400％）を適用するエクスポージャー
フォールバック方式（1,250％）を適用するエクスポージャー

（単位：百万円）

2018年9月期 2019年9月期
103,651

̶
̶
̶
̶

上方パラレルシフト
下方パラレルシフト
スティープ化
フラット化
短期金利上昇
短期金利低下
最大値

自己資本の額

（単位：百万円）

2018年9月期 2019年9月期

2018年9月期 2019年9月期

50,001
1

50,001

262,907

自己資本の充実の状況等について〈定量的な開示事項〉




